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3 システム構成と流れ

本システムはCG作成．ユーザ評価.!ECの3

つの部分により描築される最初に．パラメー

タにランダムな値が設定された魚が20匹生成

される．ユーザは20匹のそれぞれについて．自

分のイメージとの適合程度を5段階で評価す

るこの評価値を基に!ECがパラメータを更新

し，再び魚の作成に用いられるこうして新た

に生成された20匹の魚は ．ユーザの評価が反

映しているため．ユーザのイメージに近い魚

が多く含まれるはずである．このサイクルを

繰り返し．ユーザのイメージした魚の形に近

づけていき．ユーザが気に入った魚を見つけ

た段階で終了とする．図2にランダムなパラ

メータで形成された魚の胴体部分が進化する

過程の一例を示す．

1. はじめに

我々は人工現実感の技術を応用した

「ヴァーチャル水族館」の開設を目指してい

るこの水族館の特徴の一つはユーザ参加型

であり．一般の人が自分で作成した魚を仮想

の水槽に放し．その成長過程をリアルタイム

に鑑賞することができるしかしながら．従

来のグラフィックスソフ トでは．専門的な技

術を必要とするため．誰もが気軽に魚を作る

ために参加することは難しいと思われる．本

研究では．好みの魚の・イメージさえあれば

このイメージを基にして容易に魚をつくるこ

とができるソフトの開発を行ったそのた

め．ユーザの主観評価をインタラクティプに

とり入れることができる進化計算II l (以後

!EC)アルゴリズムを用いた

2. 魚の形成

魚オプジェクトの頂点座標を求めるた

め．図lに示すような関数で魚の胴体を表す

ことができると仮定した. Y1は背部，Yzは腹

部， z,は左右側面.z 2は断面の曲線を表す．
それらに用いられているa,p,qは．魚の形状

を決定するためのパラメータでありこの値

が !ECによ って決定される．魚の3Dグラ

フィックス化には.OpenGLライプラリを使用

した
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図 1 魚の胴体の三面図
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’’ 正面図 ． ・
側面図 ＇．  日＇図2 魚胴体の進化過程の一例

4. おわりに

現段階では，胴体についての生成システム

を整えたに過ぎないひれなど胴体以外の部

分についての生成システムは．現在描築中で

あるまた，好みの魚ができるまでの時問を短

くするためにアルゴリズムを改良することや．

ユーザにストレスを感じさせないようなイン

タフ ェースを開発することが課題である．
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1 . はじめに

「住み良いまちづくり」という標語を頻繁に見か

けるようにまちづくりなって久しいが近年にお

ける地理情報システム（以下， GIS)の役割が大きく

なっている．本研究では， GISデータを IPT

(Immersive Projection Technology)と呼ばれる大

型の 4面スクリーン上に展開し，都市景銭を仮想環

境においてインタラクティプに体験できるシステム

を構築した．

2. GISデータの三次元化
今回使用した GISデータは長崎市基本図の 62

番と 72番である． 「立山地区」と呼ばれる地域を含

むこの辺りは，山の斜面まで住宅群が発達している

のが特徴である

地形データには，基本図上の等高線と測呈したポ

イント情報を利用し，不整三角網による数値標高モ

デルを適用した また，その他の空間データとして，

基本図から建物情報，行政界区域情報，道路及び階

段情報鉄道及び電車路線情報，海岸線情報を別々

のレイヤーに入力したこのうち，行政界区域と海

岸線情報はポリゴンデータであり，道路や階段及び，

鉄道や電車路線などはラインデータであった．建物

に関しては，階数，種別（木造 ・非木造 ・コンクリ

ートなど），表札，用途（住宅・公共施設など 22種

類に分類）といった屈性をもたせた．

これらのデータを基に CADの dxf形式ファイル

を作成し， CRTディスプレイ上で図 1のような三次

元の景観を提示することができた.IPTに提示する

ためにはさらにVRML形式に変換する必要があり，

CADソフト「心cView」を使用したちなみに，テ

クスチャには，建物をデジタルカメラで撮影し，画

像加工ソフトにより修正したものを用意した．

3. IPT上への展開

IPTとは，観察者を取り囲むように配された複数

の大型スクリーンにプロジェクタの映像を提示し，

液晶シャッター眼饒によって対象を立体的に見るこ

とができる没入体験型のシステムである．図2に，
観察者がIPTで実際に GISから作成した三次元地図
を体験している様子を示す．立山地区全体の景観が

一目で見渡せるサイズから， 等身大で街の中に入り

込むサイズまで自由に変更することが可能である．

さらに， トレッドミルと呼ばれる歩行装匿を IPT内

に設図し，歩行と映像を同期させることでインタラ

クティプな体験を得ることができる

上記システムの構築手順を図3に示す．

4. 本研究の応用例
本研究で構築したシステムは，都市の発展計画，

防災計画の作成に特に有用であると思われる新た

な建物や道路等を建設するときの利便性や景観の問

題の検討，地笈や火災で必要となる非難などのシミ

ュレートなどを容易に行なう ことができる．
..., 

図 1CRTディスプレイ上での3次元化モデル

図2 立体地図を提示した IPT内郎の様子
（上図は全体，下図は細部）

図3 本システムの構築手顛


